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特集 暮らし ・住まい ・環境

６ ４ １５

少子化対策と子育て・学びの充実に向けたまちづくり

拡育児支援ヘルパーの拡充 ５３万円

拡妊婦歯科健康診査の個別健診化 １９１万円

拡延長保育事業補助金（障害児保育に係る加算） ４，４３７万円

新保育従事職員資格取得支援事業補助金 ２０万円

投民間保育施設費補助金 ２億３，７４８万円

新多様な他者との関わりの機会の創出事業補助金 ８５９万円

投学童保育所空調設備の計画的な更新 ２６４万円

継学校外学童保育所のトイレ洋式化 １９６万円

拡 児童手当の拡充（所得制限撤廃、高校生年代まで支給期間延長、第３子
以降３万円）

１８億３，５３３万円

地域共生社会の具現化に向けたまちづくり

拡地域福祉コーディネーターの増員等 ４，７８４万円

ゼロカーボンシティの実現に向けたまちづくり

拡住宅改修費助成（高断熱窓改修、太陽光発電・蓄電池の設置） １，３１８万円

拡森林環境譲与税の活用 ３，１２８万円

地域社会や地域経済の活性化に向けたまちづくり

拡公共交通協議会補助金 ２，０３２万円

新マイナンバーカードを活用したタクシー運賃補助による移動支援事業 １，９０５万円

投青梅駅前地区市街地再開発事業補助金 ６億８，０５９万円

投今井土地区画整理事業都市計画道路工事費負担金 １億４，８００万円

投文化複合施設等の整備 ６，８６７万円

地域振興と移住定住の好循環に向けたまちづくり

継移住・定住促進プランの推進 ◆７，１１８万円

継企業誘致奨励金 １６４万円

　令和６年度予算は、「第７次青梅市総合長期計画」に掲げる将来像「美しい山と渓谷に抱かれ、東京に暮らす　青梅」ならびに３つの基本理念「豊か

な自然と都市機能が調和した持続可能なまち」、「多様性を認め合い、みんなが健やかに暮らせるまち」、「歴史と文化を継承し、人も産業も育むまち」

の実現に向けて、「総合長期計画等の推進」、「重点事業への取組」、「持続可能な行財政運営の確立」の３項目を基本方針として編成しました。

　一般会計予算の総額は５８８億円で、前年度から４４億円、８．１％の増となりました。

令和６年度当初予算

各会計別予算

区分 予算額 増減率

一般会計 ５８８億円 ８．１％

特別会計 ２９２億３，３２８万円 △２．０％

国民健康保険特別会計 １３９億７，３００万円 △４．８％

後期高齢者医療特別会計 ４０億７，４１０万円 ５．０％

介護保険特別会計 １１１億８，６１８万円 △０．９％

企業会計 １，１３４億６００万円 △７．０％

下水道事業会計 ６５億５，５６３万円 ０．７％

収益 ３９億９，２５１万円 ０．１％

資本（支出） ２５億６，３１２万円 １．５％

モーターボート競走事業会計 ７９０億２，４０２万円 △５．９％

収益 ７８７億４，５２０万円 △６．２％

資本（支出） ２億７，８８２万円 ８３３．５％

病院事業会計 ２７８億２，６３５万円 △１１．６％

収益（支出） ２１０億５３７万円 ８．４％

資本（支出） ６８億２，０９８万円 △４３．７％

固定資産評価審査委員会委員

　青梅市固定資産評価審査委員会委員に、次の方が市

議会の同意を得て、４月１日付けで就任されました。

任期は３年です。

　固定資産評価審査委員会は、土地や家屋などの固定

資産課税台帳に登録された価格に対する不服につい

て、審査決定を行う機

関です。

・市川秀一氏（新任）

・内田智雄氏（新任）

・小山　章氏（再任）

問　文書法制課法制担当

新…新規事業、拡…拡充事業、投…投資的事業、継…継続・隔年事業、◆…事業全体の経費

市川秀一氏 内田智雄氏

問　財政課

主な重点事業

市税

195.6 億円

（△ 7.0 億円）

諸収入・

使用料等

64.0 億円

（2.9 億円）

国庫支出金

112.7 億円

（11.4 億円）

都支出金

86.1 億円

（8.0 億円）

各種交付金等

105.2 億円

（9.9 億円）

市債
24.4 億円

（18.8 億円）

総務費

60.2 億円

（6.2 億円）

民生費

284.5 億円

（14.8 億円）
衛生費

53.4 億円

（△2.5億円）

土木費

58.9 億円

（19.1 億円）

教育費

62.9 億円

（5.1 億円）

一般会計
歳入
588 億円

農林水産業費

3.4 億円

（0.2 億）

商工費

4.7 億円

（-）

一般会計
歳出
588 億円

消防費

19.7 億円

（0.7 億円）

諸支出金

3.8 億円

（-）

その他

36.5 億円

（0.4 億円）

（　）は前年度

当初対比増減額

（　）は前年度

当初対比増減額

　市では第７次青梅市総合長期計画の基本計画において、すべての子どもが誰一人取

り残されることなく、将来への希望を持って健やかに育っていく地域社会「こどもが 

まんなかの まちづくり」を市の目指す姿としています。

　その実現に寄与する事業に必要な資金を充てるため、「青梅市こどもまんなか応援

基金」を令和６年２月定例議会において、全議員の賛成を経て設置しました。

基金を基にした令和６年度の主な子育て支援施策

▷市立小・中学校に通う児童・生徒の学校給食費の無償化

▷ 保育園、幼稚園等に通う全市民児童の副食費の一部を補助（月額上限２，０００円）

▷令和７年４月からの高校生等医療費の所得制限撤廃に向けたシステム改修

▷小・中学校でのオリンピアン、パラリンピアン等の講演会実施

こどもまんなか応援基金の設置

問　子育て応援課子育て推進係

フィーチャーフォンＰＣ・スマホ

友達登録は
こちらから


